
【医療情報】新型コロナウイルス関連情報（７月２６日現在） 

 

【ポイント】 

●報道によれば、アルゼンチン国内では１６２，５２６名（昨日から４，１９２名増）の累

計感染者数、うち２，９３９名の累計死亡者数、６８，０２２名の累計治癒数が報告されて

います。 

●なお、当国に居住、または短期的に滞在している方を対象とした、強制隔離及び強制距離

措置（以下「強制隔離」と記載）（ＤＮＵ６０５／２０２０）は、８月２日（日）まで継続

中です。また、非居住者の方々の入国の禁止も同日まで継続されています。 

●アルゼンチンの感染症危険レベルは、５月２２日から、レベル３(渡航は止めてください

（渡航中止勧告）)に引き上げられており、大使館では、アルゼンチンに滞在中の方を対象

に所在調査を進めております 。在留届、たびレジの登録情報の更新にご協力をお願いしま

す。https://www.ar.embjapan.go.jp/itpr_ja/kyoryokuirai.html  

  

【本文】 

１ 報道によれば、アルゼンチン国内では１６２，５２６名（昨日から４，１９２名増）の

累計感染者数、うち２，９３９名の累計死亡者数、６８，０２２名の累計治癒数が報告され

ています。 

  

２ 強制隔離関連（全国における感染の発生） 

 本２６日、保健省は、最近注目されてきている「（ブエノスアイレス首都圏（ＡＭＢＡ）

だけではなく）全国における感染発生」についての見解を示しました。保健省関係者は、「昨

２５日に、新規症例が確認されなかったのは４州のみで、その中でもラ・パンパ州の１州の

みが過去１４日間に新規症例が確認されておらず、各地では（他州から）各州に入った人々

によって集団発生が見られ始めている。問題はＡＭＢＡのみではなく、感染の発生が全国で

見られ、最近発生がなかった、または制御されていた場所でも、クラスターによるケースが

発生している。これは数字でも確認でき、７月１１日から７月２５日までＡＭＢＡ以外のケ

ースが５１．２％の増加であった一方、ＡＭＢＡの増加は３３．８％だった。」と述べてい

ます。 

  

３ 所在調査及び在留届情報の更新のお願い 

大使館では、感染症危険レベル３：渡航は止めてください（渡航中止勧告）への引き上げも

踏まえ、現在アルゼンチンに滞在しておられる方々を可能な限り正確に把握するため、在留

届を提出されている方には、登録情報のご確認を、「たびレジ」登録をし、実際に滞在され

ていない方、または、既に在留届を提出されている方におかれましては、たびレジ情報の「削

除」をお願いしております。 

https://www.ar.embjapan.go.jp/itpr_ja/kyoryokuirai.html


詳細は「【所在調査ご協力のお願い】アルゼンチンに在留届の提出、たびレジの登録をされ

ている皆様へ！」をご参照ください。 https://www.ar.embjapan.go.jp/itpr_ja/kyoryokuirai.html 

 （以上） 
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